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修士論文題目 疾病を持つ高齢者の自己効力感に影響する環境要因
E研究目的】本研究の目的は、高齢者の健康教育の在り方を考えるた臥　自己効力と環境
要因の関係について以下のことを明らかにすることである。 1.一般性自己効力感得点は.
環境要因を低く評価している人より、高<評価している人の方が高い。 2.男性の自己効力
感は女性より多く・の環境要因の酵聾を受ける。 3.高齢者の自己効力感は中年者に比べ.経
済状態・家族関係・社会的交流の影響を受ける。
【方法】疾患により日常生括が健康時と鼻なり、痴呆や脳血管障害.麻痔.感覚器系の障害
(老人性の変化を除く)のない. 45歳以上の患者を対象に構成的面蛭による聞き取り謝査
を行った。面接総数は162名で、一般性自己効力感.文献から抽出した経済状態.家族関係
など14の環境要因、社会的交流.一般属性を調査項目とし.環境要図は交流的属性として
測定した。そのデータと自己効力盛との開鹿を分散分析.重回帰分析により分析した。
【結果】全体の結果では環境要因14項目のうち10項目で、高得点群と低得点群の自己効
力盛に有意な差を認め(p < 0.05)、環境要因を高<評価する人の自己効力感が高(怨る偵
向を示した。男女間で、分散分析により有意善を認めた項目数が島なり、その数は男性8項
目.女性3項目で女性より男性の方が多かった。重回帰分析で示された高齢者の自己効力感
の高さに関係する要因は「地域交流」 「説明の理解」 「心理的支援」であり、蔑境要図を高く
評価する場合高い自己効力感が示されたのは、上記3項目に加えて「兄弟関係」 「友人関係」
「身近な人からの配慮」 「心理的支えとなる人との関係」であゥた。
【考察】環境要因を高く認識している人は自己効力感が高い傾向にあり.特に自尊心との関
係が示された。環境要因の認識に性差は認められなかったが、男性の自己効力感は女性より
環境要図の影響を受けやす(、男性には環境要因への配慮が特に必要であることが明らかに
なった。高齢者の自己効力感に#響する環境要因については.自分の病気を理解すること.
社会的な括動の場を持つことの必要性が示され.これらは自尊心を介して自己効力感に影響
する。また高齢者が心理的支えとしている人物からの支援が自己効力感を高める。これら心
理的支えとなる人物との関係は、加齢に伴い変化するため、発達段階による影響も含めて考
えることの必要性が示された。高齢者の自己効力感と収入との関係は明確に示されなかった
が、高齢者の経済状況が厳しいものになることが予謝され.今後、自己効力感との関係が強
いものになる可能性が示唆された。
【総括】本研究は.環境要因と自己効力感の関係を明らかにし.高齢者の自己効力感を高め、
健康教育を進める上で役立てようとするものである。高齢者の自己効力感と墳境要因との間
には性差.社会活動や心理サポートなどの関係が兄いだされ.そのことを意識して関わるこ
とで.高齢者の自己効力感を高めるために役立つと考えられる。
研究の目的 方牡・結果・考療・総括の順に記載すること(1200字以内)
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